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１８８ 

 2014.11.27  

町田市立図書館の図書館評価とその外部評価

が 5年目を迎えた。2008 年 6 月の図書館法改正

より始まった公立図書館の運営評価は、各図書館

の試行錯誤によって少しずつその取組みを重ね

たのである。図書館法では「(第七条の三)図書館

は、当該図書館の運営の状況について評価を行

うとともに、その結果に基づき図書館の運営の改

善を図るため必要な措置を講ずるよう努めなけれ

ばならない。」とあるのみで、評価項目や方法は各

図書館にまかされたのである。 

町田市立図書館の場合、2009 年より取組み、

自己評価に対する外部評価者として図書館協議

会へ依頼があった。私は当初の外部評価から参

加したが、図書館側から提供される自己評価結果

と根拠となる膨大な資料との格闘に当初は戸惑い

を感じた。しかし、丁寧に資料を読み込むことによ

って、町田の図書館の優れているところ、問題の

あるところなど、公立図書館の現状を改めて知るこ

とになった。その成果は、外部評価終了後の図書

館協議会活動に役に立ったことは言うまでもない。 

図書館評価の外部評価を図書館協議会に委ねた

公立図書館は他にもあるが、先日伺った静岡県

立図書館の事例では、担当した協議会委員の図

書館に対する認識が変わったという。 

図書館協議会は図書館法第 14,15,16 条に規

定される組織で、館長の諮問や図書館サービスに

ついて意見を述べることがその職務であるが、委

員は学識経験者・学校教育・社会教育・家庭教育

の関係者など、図書館利用者であっても必ずしも

図書館の専門家ばかりではない。その委員が突

然、膨大な資料を駆使して図書館に関わる専門

的知識を必要とする外部評価作業を行うのである

から、生半可な気持ちでは職務を全うできない。

ゆえに定例会以外の会合を持ち、委員同士が議

論を深めながら、評価にあたることになる。特に新

任委員の方々は就任直後から取り組んだのであ

るから、御苦労は計り知れない。全員で図書館の

現状と向き合い、精力的に議論を行い、一定の評

価結果を出し得たことに、各委員の職務に対する

誠実さと図書館を守り育てたいという図書館に対

する愛情が感じられた。 

今までの図書館評価は単年度事業の評価であ

り、設定した取組目標に対する達成度をＡＢＣ三

段階評価で図書館側自己評価と外部評価の双方

で下した。若干のコメントはあるもの外部評価者の

要望までは書き切れなかった。今回は単年度評

価の他に過去４年を含めた総括コメントが付与さ

れ、外部評価者の要望も記された。単年度評価の

上下のみに注視せず、複数年度を通した図書館

サービスの特徴と課題点を見て欲しい。また次期

評価においては、図書館側と協議し、経験をもと

に評価項目や方法なども改め、三段階評価では

なくコメント中心の評価に変わる予定である。 

今後の評価における課題点は、①図書館サー

ビスの成果は、利用者の求める資料や情報を正

確に素早く提供し、その要求を満たせたか。②民

主主義を支える図書館。という点をどの様に評価

できるかであろう。公立図書館の本質であり、忘れ

てはならないものであるが、適切に評価する方法、

それを市民に分かり易く説明する方法を図書館も

協議会も継続して考えなければならない。 

（やまぐち ひろし 本会代表、協議会委員長） 

図書館評価外部評価を終了して 町田市立図書館協議会委員長 山口 洋 
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女性労働の非正規化が進むことは企業側にと

ってはとても都合のよいことでした。ある中小企業

の社長は次の様に言っているのです。「女の時代

って本当にいいですね。子どもができると大卒や

院卒の女性も長時間働けないのでパートになって

くれる。正社員の賃金の半分で雇用できるし、短

期雇用ですからいつ首を切っても文句を言われる

こともないんですよ」…これは自分の後輩が取材

に行き実際に聞いてきた言葉です。安くて便利で

労使交渉をしなくて済み使い捨てできる非正規を

使えるならいい…と、そういう意味で「女の時代は

いい」ということです。やがてこれは「男性にも使え

る」となった訳です。 

 

男性正規労働者への波及 

 1999 年から 2000 年位にかけて大幅に規制を

緩和しました。しかし、この時はまだ製造業派遣に

までは及んでいませんでした。2004 年になり小泉

さんの時代になると男性の製造業派遣が解禁に

なり、すごい勢いで非正規化が進みました。 

 これは「均等法」の作りに問題があった、と自

分は考えています。良い所もありましたが労働時

間の規制を行わず、女性に男並みに働けと言って

しまった結果、非正規の蔓延を招いてしまったの

です。それがついには男性にまで波及してしまい

社会全体の貧困化を招いたと言えるのです。 

企業側も食べられる雇用を作ろうとは思わなくな

っていってしまいます。なぜなら楽だからです。規

制をつくって、この賃金でしたら雇用致しません、

となると失業者はあふれてしまいます。 

 経営側も苦しいのは事実ですが、人が働くと

いうことはこの位の水準で、この位の条件を備えて

いるものだということは確固としていますから、雇用

をもっと良くしよう、食べられる雇用を作ろう、新し

い雇用を生もうという努力が働くのです。 

ところが、こんなに簡単に非正規化ができてしま

うなら、雇用を良くしなくてもすんでしまうでしょう。 

ですからこの時期、新しい産業が発達しませんで

した。 

  

グローバル化がもたらしたもの 

1970 年代末から世界的にグローバル化が進ん

でいきました。つまり会社がどこででも商売をでき

るように仕組みを変えていったのです。 

 これは企業が発展できる良いことなので批判

はありませんでしたが、その結果何が起きたかとい

うと、一番人件費の安い所に工場をもっていきまし

た。1980 年代位からアメリカでもヨーロッパでも増

えていきました。となると本国では人を雇わなくなり

男性も貧困化していきました。日本の場合は遅れ

気味に出てきたのですが、多くの人はそれを認識

できず景気が悪いようだ、と言っていました。が、

実はこういった産業構造の転換があったのです。 

 アメリカ、ヨーロッパでは男性だけでは無理に

なったので、両方で働けるように女性の活躍を、と

いうことで社会の仕組みを切り替えていったので

す。→「均等待遇」（同一労働同一賃金） 

 ところが日本の場合はどうせ夫がいるから大丈

夫だ、と言って低賃金を野放しにしてしまいました。

それで日本には最低賃金しか歯止めがないので

す。また、その最低賃金が極安なので一生懸命働

いても年間 200 万円。それでもいいほうになってし

まう、これが働いても貧しい「ワーキングプア」なの

です。 

報 告 竹信三恵子さん講演会 

『しあわせに働ける社会をめざして！』 （続き） 

主催 町田の図書館活動をすすめる会    

Ⅱ 

＊『知恵の樹』187 号（２０１４・１０・23）

掲載、竹信三恵子さん講演会 『しあわせに

働ける社会をめざして！～｢家事ハラ｣とブラ

ック企業のはざまで』の講演記録の続きです。

『知恵の樹』189 号（次号）まで３号に亘っ

て掲載する予定です。 

＊なお、図表は竹信氏作成資料「雇用劣化の

いま」より転載           （Y） 
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非正規化 日本の場合～グラフから～ 

15 歳から 19 歳のうち正社員は 8.5％、非正

規91.5％というのはすごい数字です。中卒から

高卒位までの年齢はほとんどが非正規というこ

とになります。 

20歳から24歳までの大卒年齢をみると正社

員が半分強です。若い人ほど非正規が多いこ

とがわかります。すでに（過去に）企業に入って

いる人を正社員から非正規にするのは難しい

ですが、若い人を雇用していく際には条件を

下げていきますから、若い人がどんどん非正規

化していく訳です。 

 

労働時間問題 

 そもそも長時間労働過ぎて女性

が働き続けられずに非正規が急増し

たのですが、日本の週 50 時間以上

の労働者比率 28．1％は 3人に 1人

の割合ということです。女性も含んで

いますので男性のみではもっと数字

が上がるでしょう。ニュージーランド、

アメリカ、オーストラリア、イギリスでは

5人に1人ですが、長い方に入ります。

何故、これらの国々の労働時間が長

いのか？ 

 イギリスとその旧植民地において

は自由主義経済なので規制がありま

せん。これは市場の競争で決めれば

よいからです。労働時間は規制がな

いと長くなってしまいます。 

 日本の労働時間規制はどうなっ

ているのかというと、非常に弱いです。

1 日 8 時間労働、週 40 時間と、労基

法に書いてはありますが労使協定を

結ぶと、無制限に近く残業してよい、

と労働基準法の 36 条（※時間外労

働、休日労働に関する協定届け・通

称サブロク協定と呼ばれる）にありま

す。ですから、日本の企業は労使協

定を結んでしまえばＯＫと言っていい

状態です。 
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それは夫が「妻や家族を養うために

は何時間でも働きます」と、長時間労働

をＯＫしてきたという過去のいきさつが

ある訳です。「均等法」前まではそこに

女性がいなかったのです。 

「均等法」の時に男女共に労働時間

の規制をしておけば、変わったのかも

しれませんが、企業の言うことを聞いて

男性並みに、ということでそのままきて

しまったので女性も長時間労働を強い

られることになってしまったのです。 

 ですから日本はＩＬＯ条約（※国際

労働機関・加盟国がこれを批准すると

その国に対して国際労働法としての拘

束力を持つ・加盟国 185 ヶ国・日本は

常任理事国）の労働者保護に関わる重

要な 1 号条約を批准していません。（1

日 8 時間・週 48 時間） 

また、日本は労働時間を守らなくて

もいいんだ、労働時間に関して誰も困

ってはいない、つまり、男性は家にやる

べき家事がないのでいくら長時間働い

ても困らないであろう、という発想で労

働環境ができていて、そこに女性が入っていって

いるということなのです。各国の労働時間と比較し

てみても日本の長時間労働の異様さがわかると思

います。 

 そして、長時間労働に耐えられなくて家事・育

児・介護のために辞めてパートになると、均等待遇

がないため賃金も異様に安くなってしまいます。 

となりますと、これは「水に落ちた犬は叩け」（※

魯迅が皮肉って反転させた言葉。犬は無知蒙昧

で落ちたのはその愚かさゆえ、だから救わず叩き

落とせの意）ということです。 

日本の場合がまさにこの状況です。男女共に育

児や家事や介護で長時間労働ができなければ追

い出されます。そして行った先が異様に安い賃金

の非正規しかないということは、つまり「水に落ちた

犬は叩け！」ということです。これが日本の働き方

の大きな問題点です。 

 

おかげで日本は相対貧困率（※国民が使える

お金、可処分所得を高い方から低い方に並べて

いくと中央値の金額の半分未満の人口が全人口

に占める比率）が非常に高いです。 

日本はこの時点で13.5％（2012年 16.1％）いた

ということで、主要先進国で言えばアメリカが高い

のですが、ほぼ同じ位になってしまっています。こ

れは非正規の賃金が安いため中央値の半分以下

の人口がたくさんいる社会になってしまったためで

す。というのが日本の状況です。 

 

人件費を節約したお金はどこへ行ったのか？ 

2002年から2008年までの間は戦後最長の景気

回復期といわれます。特に大手企業は空前の大

業績を挙げています。中小企業は違いますので

多くの人は中小のイメージを抱いているのかもし

れません。この時の経常利益人件費率を見てみる

と利益が上がり続けるにつれ人件費率は下がり続

けています。 
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グラフを見ると経常利益が右肩上がりのなか配

当が上がっています。株主に行く配当金が上がっ

ているのです。労働者を非正規化していき人件費

を下げ正社員についても賃金を押さえ、その利益

配当は株主に行っている、ということがわかりま

す。 

景気が悪かったせいではなく会社の中身が変

わっていったというべきで、株主の力が強くなり海

外も含め、株主が会社に乗り込んで交渉する、そ

れに応じる見返りとして社長、役員の報酬は上が

っていったのです。また企業が設備投資などのた

めのお金を蓄えていきました。会社が儲かれば社

員の賃金もよくなるはず、と信じている人がいます

が必ずしも会社の景気が良くなっても我々には還

元されません。それをやり易くしたのが非正規化

だといえます。 

 

非正規化と労使交渉 

非正規では労使交渉をして賃金アップを希望 

 

すれば「次の契約はなし」となりますから、恐れて

交渉はしなくなります。また労働組合は作りにくい

です。労働組合はある程度安定した雇用の中で

は作れても、いつ辞めるかわからない立場の人の

中では、作りにくいのです。 

従って、一番賃金が上がりにくいのが派遣労働

です。条件が良いとＰＲされていますが金額的に

良いと思われていても派遣会社からのピンハネが

あるのです。 

派遣の三角関係について話します。（企業→派

遣会社→労働者） 企業から派遣会社に賃金が

支払われますが、派遣会社で賃金は差し引かれ

て労働者に支払われます。3 割～5 割、一番ひど

い例ですと 6 割引かれていたという事例もありま

す。 

その派遣社員が労使交渉に参加しようとしても

「あなたはうちの社員ではない。派遣会社の人で

すから交渉は自分の勤務元である派遣会社に言

って下さい」となります。 
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しかし、労務管理、派遣金額を決めているのは

派遣先の会社です。もし派遣先企業の景気が良

ければ交渉する権利はあるものの、派遣元としか

交渉はできません。ですが派遣会社にとって派遣

先企業はお客様です（日本は世界で一番派遣会

社が多い国）。賃金交渉をすれば企業は安い派

遣会社に交代をしてしまうでしょう。結果、そういう

声は出しにくいという訳です。つまり派遣会社との

労使交渉の権利はないといっていいでしょう。 

労働者が自分の条件を上げるためには労使交

渉が絶対必要です。 

「会社の業績が上がれば賃金もあがるので

は？」と言いますが、賃金や待遇について誰も声

を上げなければ、会社は誰も不満がないのだから

と、それで良しとします。ところが声が上がれば少

しでも動く可能性はあります。つまり労使交渉があ

って始めて経営側は動くのです。―次号に続く― 

（記録：多田美惠子） 

≪館長報告≫ 

１.10 月 1 日付け人事異動 

中央図書館奉仕係（仮称忠生図書館準備担当）1

名増員。忠生図書館開館予定を前倒しする（5月

1 日）するための人的措置 

２．教育委員会 10 月 3 日 

＜報告事項＞ 文学館 

①「１ねん１くみ１ばんサイコー！後藤竜二×長谷

川知子」展の実施報告（2014 年 7月 18 日～9月

21 日の 55 日間 観覧者数 5178 人） 

関連事業：オープニングイベント、ワークショップ、

アニメ上映会、講演会、夏休みお話会、ギャラリー

トーク、夏休みの子どもが楽しめる企画展。ファー

ブルやシートンの時の観覧者 12000 人に比べると、

観覧者数は少ないが、一定の成果を挙げた。 

【委員より】＊観覧者のうち子どもはどのような年齢

層が多かったか？⇒小学校中～高学年が多かっ

た。＊夏休みに本を読むように学校から課題が出

るので、文学館や図書館がその手助けになること

をさらに PR してほしい。特に作者との出会いは読

書の切っ掛けとして大切。 

②「尾辻克彦×赤瀬川原平―文学と美術の多面

体―」展の開催（2014年 10月 18日～12月 21日

の 56 日間、有料） 秋の企画展として開催 

③「第 8回文学館まつり」開催（2014 年 10 月 26

日）当日は町田時代祭2014、生涯学習センターま

つりと同時開催。 

３．第三次子ども読書活動推進計画(案)に対す

る市民意見募集 

協議会委員に対して、館長より個人的な意見が

あれば市民意見として提出して欲しいと依頼があ

り。計画案については、10 月 21 日から 11 月 4 日

まで、市民意見を募集。閲覧場所は市役所、市民

センター、図書館など。HP でも公開中。 

★次回第 13 回定例会は１１月２７日(木)１５：００～

１７：００ 町田市民文学館第 6会議室(傍聴自由)  

                     （清水） 

 

第 15 期図書館協議会 第 1２回定例会 報告 

                  2014 年 10 月 23 日(木)15 時～16 時  於中央図書館６階ホール 

＊＊＊『浪江虔・八重子 往復書簡』贈呈式＊＊＊ 

10 月 15 日（水）に自治労町田市職員労働組合（市職労）の研究機関である「まちだ自治研究センタ

ー」から『浪江虔・八重子 往復書簡』９冊が町田市立図書館に贈呈された。まちだ自治研究センターは

浪江虔先生とゆかりが深く、１９９６年『図書館そして民主主義 浪江虔論文集』を同センターで編集し、

ドメス出版より刊行している。贈呈式の席上で、同センターの阿部理事長から当時の関係者のうち、お

二人がすでに鬼籍に入られていることなどが語られた。こうした思い出とともに尾留川図書館長に託さ

れた。                                             （中央図書館・河合篤） 
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去る 11 月 1日（土）に明治大学駿河台キャンパ

スにおいて開催された全国図書館大会東京大会

の 2日目、第 24、25 分科会「市民と図書館」に運

営委員として参加した。 

当日は生憎の雨にもかかわらず本分科会は各

地から一般市民、図書館員、協議会委員、図友連

メンバー、自治体職員等、熱心な参加者で満席状

態であった。 

第 24 分科会「図書館協議会」は町田の図書館

協議会委員長をつとめ本部会の実行委員でもあ

る山口洋氏が司会・進行、図友連代表の福富洋

一郎氏の挨拶で幕が開き、茨木県ひたちなか市

（茨木県鹿嶋市・長野県塩尻市の場合も含め）、

登別、静岡、鎌倉、町田と、それぞれの五つの自

治体における図書館協議会について報告がなさ

れた。自治体の図書館政策によって協議会の開

催日数やあり方、動き方には大きく違いがあること

がわかる。 

その中でも「図書館協議会が図書館と並走する

パートナーになっているか？」「図書館（館長）とし

て協議会に結果報告だけでなく、そのプロセスも

伝えていた。」と、元館長の立場から発言をされた、

ひたちなか市の内野安彦氏の言葉が印象に残っ

た。この言葉はそのまま町田の図書館協議会の今

後の課題ではないだろうか。 

                                

第 25 分科会「図書館とマスメディア」は日頃

我々のほとんどが紙面やネットでしか目にすること

のないメディア関係の記者の生の声を佐々木央

氏（共同通信社編集委員）、齊藤大起氏（神奈川

新聞文化部記者）から伺うことができた。 

僭越ながらそれぞれ違う視点から鋭い眼差しを

もって図書館を真摯に取材されている姿に感動し

た。また神奈川新聞のあの「ホントに知ってた？図

書館のこと」（2013 年 1月 28 日～2月 8日連載）

記事の記者がこんなに若い方であったのも驚きで

あった。地味な神奈川県立川崎図書館について

も館の来歴を紹介して下さった。今まで神奈川県

市町村立図書館が、どれほど相互貸借など県立

図書館のバックアップを惜しみなく受けているか、

資料費の削減などでひっ迫した神奈川県立図書

館と神奈川県立川崎図書館の内側を見てもなす

術を持たなかった身に、ほのかな光を感じた。 

町田からは複本問題で度々マスメディアの標的

となっている町田市立図書館の事例を取り上げ手

嶋氏が詳しく検証、館内に設置された「図書館の

自由委員会」にも触れられた。 

図書館の行く末を案じつつも盛会裏に終わった

本会が今後の活動の原動力として活かされる事を

願いながら会場をあとにした。 

（ただ みえこ 会員） 

＊＊＊『浪江虔・八重子 往復書簡』の販売状況（報告）＊＊＊ 

『…往復書簡』の売れ行きについて報告いたします。皆様のご協力のお蔭で、順調に販売でき

ています。版元のポット出版には、関係者が 300冊（1冊2,400円）で買い取る条件で出版を引き

受けてもらいました。「すすめる会」、「刊行委員会」の買い取り分 170 冊の内、157 冊が販売でき

ました。つまり、残部は 13冊です。130冊引き受けてくださった浪江先生ご夫妻のご令嬢三姉妹

も既に足りなくなった（こちらは販売でなく関係者への献呈が中心）とのことで、ポット出版に追加

注文したり、「すすめる会」、「刊行委員会」の買い取り分から廻したりするなどしています。 

ご長女の野沢陽子さんからは、町田市立図書館に 7冊寄贈して頂きました。また、まちだ自治

研センターからは、10冊買い取りの上、町田市立図書館に 9冊寄贈（文学館、忠生図書館を含

め各館 1冊ずつ）して頂きました。                                  （手嶋） 

第 100 回全国図書館大会東京大会分科会に参加して     多田 美惠子 

日時：2014 年 11 月 1 日開催      場所：明治大学駿河台キャンパス（リバティータワー） 
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１ 『知恵の樹』刊行について  

＊編集を山口と清水が担当。＊内容は竹信三恵

子さん講演会報告の続き、ひろば＊ＭＬにもＰＤＦ

で掲載。＊刊行計画：１２月休刊。１月号の内容は、

１２月の定例会で決める。 

2 図書館協議会の報告（本号６ページに掲載） 

３ 第三次子ども読書活動推進計画(案)に対する

市民意見募集を巡って 

＊人を置くことを強調してほしい。 

＊各機関がバラバラに活動するのではなく、共同

で活動すべき。（例えば、ブックスタート事業は保

健所に図書館も関与したほうがよい。） 

＊推進計画案には、「市民」という言葉が多く使わ

れているが、誰を指してそう呼んでいるのか不明。    

＊学校図書館も地域で格差が出ている。学校図

書館司書が置けることになったのだから、図書指

導員は公募すべき。 

４ 図書館大会の準備について（山口） 

＊会からは、11 月 1 日、部会運営委員として 4 人

（清水、鈴木真、鈴木薫、多田）参加。 

５『浪江虔・八重子往復書簡』（ポット出版）の関係

の報告（手嶋）（本号６・７ページ関連記事掲載） 

６ 子どもまつりについて（増山・清水） 

＊広瀬恒子さんの講演（3／29 10：30～）＊全体

スケジュールは大体決定。プログラム作りに入る。

＊図書館は、子どもまつりにかける予算が無い。

工夫はないか？リサイクル本の活用？ 

７ その他 

＊図書館の資料費削減： 図書館協議会として何

か言えないか？すすめる会として何ができるか？ 

＊図書館のＨＰ：来春より変わる。会が図書館の

活動に協力して、地域文庫や読書に関する情報

もＨＰに載せられるようになるといい。 

＊団体登録利用者懇談会(11 月 13 日（木）14 時

～16時)。さるびあ図書館にて。会からは山口が出

席。他に清水、伊藤、久保も各所属より出席。 

＊嘱託労 ①10／16 団体交渉（2 時間）。執行委

員は各館の代表としていろいろな思いを伝えた。

②10／9 嘱託労主催のスキルアップ講座で紙芝

居の講習会を行った。 

＊会会計：テープ起こしの作業は、相場を調べて

支給。講演会等で機材を運ぶための駐車代も実

費支給。専用の文房具を買い揃える方向で調整。 

＊次回定例会は、11 月 27 日（木）18 時～ 中央

図書館中集会室にて。 

あとがき 本号から山口が編集を担当します。校正・
割付など、清水さん、手嶋さんのご協力もあって何と
か校了。印刷には伊藤さん、丸岡さんのご尽力で間
に合いました。今は洋上にいる増山さんの御苦労を
噛み締めつつ、次の企画はどの様にしようか思案して
おります。知恵の樹は公共図書館を考える市民のた
めの情報の広場。会員皆で継続刊行しましょう。（Ｙ） 

 定例会 10/23 (木)  

16:30～18:00 会報印刷     

18：00～20：00 中央図書館中集会室 

             

田井さんを囲んで、図書館見学参加メ

ンバー 

出席: 石井、市川、河合、久保、清水、

鈴木真、多田、手嶋、増山、山口 

「非正規公務員の今とこれから―平成26年7

月 4 日付総務省通知に学ぶ」に参加して 

講師:上林陽治氏：図問研学習会（墨田区）10/4 開催 

①なぜ、総務省は通知を出したか？：トラブルが各

地で起きているから。例 ― 大分県中津市常勤的

非常勤職員の退職金についての裁判で、退職金を

支給すべしと高裁で判決が出た。 

②内容：一般職にかなり近い特別職。雇い止めの

法的権限は無いことを総務省が認めた。 

③ねらいは、任期付きの公務員。 

④上林氏のおすすめは、非常勤のままで処遇改善

を進めること。                  （手嶋） 

第 2回千葉市図書館・公民館フォーラム： 

まちづくりと図書館 （としょかんふれんず千葉市） 

講演：片山善博氏（慶応大） 「まちづくりと図書館」 

シンポジウム：片山善博氏、常世田良氏ほか 

開催日：2014/12/21（日）13：30～17：00(13:00 開

場）  

開催場所：千葉県教育会館（中央区中央 4-13-10） 

＊要事前申込。当日参加可。資料費：500 円 

TEL・ＦＡＸ（043-274-0187石倉）（043-285-0633十倉） 

Ｅメール（ｎａｇａｓａｗａ＠ｆａｃｕｌｔｙ．ｃｈｉｂａ－ｕ．ｊｐ）長澤 


